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(54)【発明の名称】 アクティブマトリクス型液晶表示装置およびこれを用いた携帯端末

(57)【要約】
【課題】  対向電極電圧発生回路を表示エリア部が形成
される基板とは別の基板上に作成した場合、セットの小
型化、低コスト化の妨げになる。
【解決手段】  画素がマトリクス状に配置されてなる表
示エリア部１２、基準電圧選択型ＤＡ変換回路２８Ｕ，
２８Ｄを含むＨドライバ１３Ｕ，１３ＤおよびＶドライ
バ１４を具備するアクティブマトリクス型液晶表示装置
において、表示エリア部１２の各液晶セルの対向電極に
対して各画素共通に対向電極電圧（コモン電圧）Ｖｃｏ
ｍを与える対向電極電圧発生回路１５を、表示エリア部
１２、Ｈドライバ１３Ｕ，１３ＤおよびＶドライバ１４
と共に、同一ガラス基板１１上に同一プロセスを用いて
作成するようにする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶セルを含む画素がマトリクス状に配
置されてなる表示エリア部と、
前記液晶セルの対向電極に対して各画素共通に与える対
向電極電圧を発生する対向電極電圧発生回路と、
前記表示エリア部の各画素を行単位で選択する垂直駆動
回路と、
前記垂直駆動回路によって選択された行の各画素に対し
て画像信号を供給する水平駆動回路とを備え、
前記対向電極電圧発生回路の少なくとも一部の回路部分
が、前記表示エリア部と共に同一基板上に同一プロセス
を用いて作成されてなることを特徴とするアクティブマ
トリクス型液晶表示装置。
【請求項２】  前記垂直駆動回路および前記水平駆動回
路が、前記表示エリア部と共に同一基板上に同一プロセ
スを用いて作成されていることを特徴とする請求項１記
載のアクティブマトリクス型液晶表示装置。
【請求項３】  前記対向電極電圧発生回路の少なくとも
一部の回路部分は、前記基板上において前記水平駆動回
路が配置されていない辺のいずれかに配置されることを
特徴とする請求項２記載のアクティブマトリクス型液晶
表示装置。
【請求項４】  前記対向電極電圧発生回路は、正側電源
電圧と負側電源電圧とを一定の周期でスイッチングして
出力するスイッチ回路と、このスイッチ回路の出力電圧
の直流レベルを変換して前記対向電極電圧として出力す
るレベル変換回路とからなることを特徴とする請求項１
記載のアクティブマトリクス型液晶表示装置。
【請求項５】  前記レベル変換回路の変換レベルが調整
可能であることを特徴とする請求項４記載のアクティブ
マトリクス型液晶表示装置。
【請求項６】  前記スイッチ回路が前記表示エリア部と
共に同一基板上に同一プロセスを用いて作成され、
前記レベル変換回路の一部の回路部分が前記基板の外部
で作成されることを特徴とする請求項４記載のアクティ
ブマトリクス型液晶表示装置。
【請求項７】  前記レベル変換回路は、前記スイッチ回
路の出力電圧の直流成分をカットするコンデンサと、前
記コンデンサを経た前記スイッチ回路の出力電圧に対し
て与える所定の直流電圧を発生する直流電圧発生回路と
からなることを特徴とする請求項４記載のアクティブマ
トリクス型液晶表示装置。
【請求項８】  前記レベル変換回路のうちの前記コンデ
ンサが前記基板の外部で作成され、
残りの全ての回路部分が前記表示エリア部と共に同一基
板上に同一プロセスを用いて作成されることを特徴とす
る請求項７記載のアクティブマトリクス型液晶表示装
置。
【請求項９】  前記水平駆動回路は、複数の基準電圧の
中から入力されるディジタル画像データに対応する基準

2
電圧を選択してアナログ画像信号として出力する基準電
圧選択型ＤＡ変換回路を有し、
前記対向電極電圧発生回路の前記スイッチ回路の出力電
圧もしくは前記レベル変換回路の出力電圧を前記複数の
基準電圧のうちの白信号用もしくは黒信号用の基準電圧
として用いることを特徴とする請求項４記載のアクティ
ブマトリクス型液晶表示装置。
【請求項１０】  表示部として、
液晶セルを含む画素がマトリクス状に配置されてなる表
示エリア部と、
前記液晶セルの対向電極に対して各画素共通に与える対
向電極電圧を発生する対向電極電圧発生回路と、
前記表示エリア部の各画素を行単位で選択する垂直駆動
回路と、
前記垂直駆動回路によって選択された行の各画素に対し
て画像信号を供給する水平駆動回路とを備え、
前記対向電極電圧発生回路の少なくとも一部の回路部分
が前記表示エリア部と共に同一基板上に同一プロセスを
用いて作成されてなるアクティブマトリクス型液晶表示
装置を用いたことを特徴とする携帯端末。
【請求項１１】  前記垂直駆動回路および前記水平駆動
回路が、前記表示エリア部と共に同一基板上に同一プロ
セスを用いて作成されていることを特徴とする請求項１
０記載の携帯端末。
【請求項１２】  前記対向電極電圧発生回路の少なくと
も一部の回路部分は、前記基板上において前記水平駆動
回路が配置されていない辺のいずれかに配置されること
を特徴とする請求項１１記載の携帯端末。
【請求項１３】  前記対向電極電圧発生回路は、正側電
源電圧と負側電源電圧とを一定の周期でスイッチングし
て出力するスイッチ回路と、このスイッチ回路の出力電
圧の直流レベルを変換して前記対向電極電圧として出力
するレベル変換回路とからなることを特徴とする請求項
１０記載の携帯端末。
【請求項１４】  前記レベル変換回路の変換レベルが調
整可能であることを特徴とする請求項１３記載の携帯端
末。
【請求項１５】  前記スイッチ回路が前記表示エリア部
と共に同一基板上に同一プロセスを用いて作成され、
前記レベル変換回路の一部の回路部分が前記基板の外部
で作成されることを特徴とする請求項１３記載の携帯端
末。
【請求項１６】  前記レベル変換回路は、前記スイッチ
回路の出力電圧の直流成分をカットするコンデンサと、
前記コンデンサを経た前記スイッチ回路の出力電圧に対
して与える所定の直流電圧を発生する直流電圧発生回路
とからなることを特徴とする請求項１３記載の携帯端
末。
【請求項１７】  前記レベル変換回路のうちの前記コン
デンサが前記基板の外部で作成され、
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残りの全ての回路部分が前記表示エリア部と共に同一基
板上に同一プロセスを用いて作成されることを特徴とす
る請求項１６記載の携帯端末。
【請求項１８】  前記水平駆動回路は、複数の基準電圧
の中から入力されるディジタル画像データに対応する基
準電圧を選択してアナログ画像信号として出力する基準
電圧選択型ＤＡ変換回路を有し、
前記対向電極電圧発生回路の前記スイッチ回路の出力電
圧もしくは前記レベル変換回路の出力電圧を前記複数の
基準電圧のうちの白信号用もしくは黒信号用の基準電圧
として用いることを特徴とする請求項１３記載の携帯端
末。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、アクティブマトリ
クス型液晶表示装置およびこれを用いた携帯端末に関
し、特に液晶セルの対向電極に対して各画素共通に与え
る対向電極電圧を発生する回路を有するアクティブマト
リクス型液晶表示装置およびこれを表示部として用いた
携帯端末に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、携帯電話機やＰＤＡ(Personal Di
gital Assistants)などの携帯端末の普及がめざまし
い。これら携帯端末の急速な普及の要因の一つとして、
その出力表示部として搭載されている液晶表示装置が挙
げられる。その理由は、液晶表示装置が原理的に駆動す
るための電力を要しない特性を持ち、低消費電力の表示
デバイスであるためである。
【０００３】液晶表示装置は、液晶セルを含む画素がマ
トリクス状（行列状）に多数配置されてなる表示エリア
部が形成される第１の基板と、この第１の基板に対して
所定の間隔をもって対向配置される第２の基板との間に
液晶を封止した構造となっており、アクティブマトリク
ス型では、画素ごとに能動素子、例えば薄膜トランジス
タ（ＴＦＴ；Thin Film Transistor）が配されている。
薄膜トランジスタは、ゲート電極が垂直走査ラインに、
ソース電極がデータラインにそれぞれ接続されている。
この薄膜トランジスタのドレイン電極には、液晶セルの
画素電極が接続されている。
【０００４】このアクティブマトリクス型液晶表示装置
において、垂直走査ラインに垂直駆動系から走査信号が
与えられると、その垂直走査ラインに接続されている各
画素の薄膜トランジスタのドレイン電極とソース電極と
の間が低抵抗になり、水平駆動系からデータラインを通
して供給される画像信号に応じた電圧が液晶セルの画素
電極に印加される。そして、この電圧により、画素電極
と対向電極との間に封止されている液晶の光学的特性の
変調が行われることになる。
【０００５】ところで、アクティブマトリクス型液晶表
示装置の駆動法の一つとして、コモン反転駆動法が知ら
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れている。ここに、コモン反転駆動法とは、各画素の液
晶セルの対向電極に各画素共通に印加する対向電極電圧
（以下、コモン電圧と記す場合もある）Ｖｃｏｍを１Ｈ
（Ｈは水平走査期間）ごとに反転させる駆動方法であ
る。このコモン反転駆動法は、例えば、各画素に与える
画像信号の極性を１Ｈごとに反転させる１Ｈ反転駆動法
との併用により、画像信号の１Ｈごとの極性反転に対し
て対向電極電圧Ｖｃｏｍの極性も１Ｈごとに反転するこ
とになるため、水平駆動系の電源電圧の低電圧化を図る
ことができる。
【０００６】対向電極電圧Ｖｃｏｍは、専用の対向電極
電圧発生回路で生成されることになる。この対向電極電
圧発生回路は、従来、表示エリア部が形成される基板と
は別に、単結晶シリコンＩＣによって別チップ上もしく
はディスクリート部品によってプリント基板上に作成さ
れていた。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】上述したように、アク
ティブマトリクス型液晶表示装置において、対向電極電
圧発生回路を、表示エリア部が形成される基板とは別
に、別チップ上もしくはディスクリート部品によってプ
リント基板上に作成したのでは、セットを構成する部品
点数が増えるとともに、それぞれ別々のプロセスで作成
しなければならないため、セットの小型化、低コスト化
の妨げになるという問題があった。
【０００８】本発明は、上記課題に鑑みてなされたもの
であり、その目的とするところは、セットの小型化、低
コスト化が可能なアクティブマトリクス型液晶表示装置
およびこれを用いた携帯端末を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に、本発明では、液晶セルを含む画素がマトリクス状に
配置されてなる表示エリア部と、液晶セルの対向電極に
対して各画素共通に与える対向電極電圧を発生する対向
電極電圧発生回路と、表示エリア部の各画素を行単位で
選択する垂直駆動回路と、この垂直駆動回路によって選
択された行の各画素に対して画像信号を供給する水平駆
動回路とを備えたアクティブマトリクス型液晶表示装置
において、対向電極電圧発生回路の少なくとも一部の回
路部分を表示エリア部と共に同一基板上に同一プロセス
を用いて作成した構成を採っている。そして、このアク
ティブマトリクス型表示装置は、携帯端末の表示部とし
て用いられる。
【００１０】上記構成のアクティブマトリクス型液晶表
示装置あるいはこれを用いた携帯端末において、対向電
極電圧発生回路の少なくとも一部の回路部分を表示エリ
ア部と共に同一基板上に同一プロセスを用いて作成する
ことで、セットを構成する部品点数を少なく抑えること
ができるとともに、製造プロセスの簡略化を図ることが
できる。したがって、セットの低コスト化、さらには薄
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型化、コンパクト化が可能になる。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい
て図面を参照して詳細に説明する。図１は、本発明の一
実施形態に係るアクティブマトリクス型液晶表示装置の
構成例を示す概略構成図である。
【００１２】図１において、透明絶縁基板、例えばガラ
ス基板１１上には、液晶セルを含む画素がマトリクス状
に多数配置されてなる表示エリア部１２、上下一対のＨ
ドライバ（水平駆動回路）１３Ｕ，１３ＤおよびＶドラ
イバ（垂直駆動回路）１４とともに、対向電極電圧発生
回路１５が集積されている。ガラス基板１１は、能動素
子（例えば、トランジスタ）を含む多数の画素回路がマ
トリクス状に配置形成される第１の基板と、この第１の
基板と所定の間隙をもって対向して配置される第２の基
板とによって構成される。そして、これら第１，第２の
基板間に液晶が封入される。
【００１３】図２に、表示エリア部１２の具体的な構成
の一例を示す。ここでは、図面の簡略化のために、３行
（ｎ－１行～ｎ＋１行）４列（ｍ－２列～ｍ＋１列）の
画素配列の場合を例に採って示している。図２におい
て、表示エリア部１２には、垂直走査ライン…，２１ｎ
－１，２１ｎ，２１ｎ＋１，…と、データライン…，２
２ｍ－２，２２ｍ－１，２２ｍ，２２ｍ＋１，…とがマ
トリクス状に配線され、それらの交点部分に単位画素２
３が配置されている。
【００１４】単位画素２３は、画素トランジスタである
薄膜トランジスタＴＦＴ、液晶セルＬＣおよび保持容量
Ｃｓを有する構成となっている。ここで、液晶セルＬＣ
は、薄膜トランジスタＴＦＴで形成される画素電極（一
方の電極）とこれに対向して形成される対向電極（他方
の電極）との間で発生する容量を意味する。
【００１５】薄膜トランジスタＴＦＴは、ゲート電極が
垂直走査ライン…，２１ｎ－１，２１ｎ，２１ｎ＋１，
…に接続され、ソース電極がデータライン…，２２ｍ－
２，２２ｍ－１，２２ｍ，２２ｍ＋１，…に接続されて
いる。液晶セルＬＣは、画素電極が薄膜トランジスタＴ
ＦＴのドレイン電極に接続され、対向電極が共通ライン
２４に接続されている。保持容量Ｃｓは、薄膜トランジ
スタＴＦＴのドレイン電極と共通ライン２４との間に接
続されている。共通ライン２４には、対向電極電圧発生
回路１５で発生される対向電極電圧、即ちコモン電圧Ｖ
ｃｏｍが与えられる。
【００１６】垂直走査ライン…，２１ｎ－１，２１ｎ，
２１ｎ＋１，…の各一端は、図１に示すＶドライバ１４
の対応する行の各出力端にそれぞれ接続される。Ｖドラ
イバ１４は、例えばシフトレジスタによって構成され、
垂直転送クロックＶＣＫ（図示せず）に同期して順次垂
直選択パルスを発生して垂直走査ライン…，２１ｎ－
１，２１ｎ，２１ｎ＋１，…に与えることによって垂直
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走査を行う。
【００１７】一方、表示エリア部１２において、例え
ば、奇数番目のデータライン…，２２ｍ－１，２２ｍ＋
１，…の各一端が図１に示すＨドライバ１３Ｕの対応す
る列の各出力端に、偶数番目のデータライン…，２２ｍ
－２，２２ｍ，…の各他端が図１に示すＨドライバ１３
Ｄの対応する列の各出力端にそれぞれ接続される。Ｈド
ライバ１３Ｕ，１３Ｄの具体的な構成の一例を図３に示
す。
【００１８】図３に示すように、Ｈドライバ１３Ｕは、
シフトレジスタ２５Ｕ、サンプリングラッチ回路（デー
タ信号入力回路）２６Ｕ、線順次化ラッチ回路２７Ｕお
よびＤＡ変換回路２８Ｕを有する構成となっている。シ
フトレジスタ２５Ｕは、水平転送クロックＨＣＫ（図示
せず）に同期して各転送段から順次シフトパルスを出力
することによって水平走査を行う。サンプリングラッチ
回路２６Ｕは、シフトレジスタ２５Ｕから与えられるシ
フトパルスに応答して、入力される所定ビットのディジ
タル画像データを点順次にてサンプリングしてラッチす
る。
【００１９】線順次化ラッチ回路２７Ｕは、サンプリン
グラッチ回路２６Ｕで点順次にてラッチされたディジタ
ル画像データを１ライン単位で再度ラッチすることによ
って線順次化し、この１ライン分のディジタル画像デー
タを一斉に出力する。ＤＡ変換回路２８Ｕは例えば基準
電圧選択型の回路構成をとり、線順次化ラッチ回路２７
Ｕから出力される１ライン分のディジタル画像データを
アナログ画像信号に変換して先述した画素エリア部１２
のデータライン…，２２ｍ－２，２２ｍ－１，２２ｍ，
２２ｍ＋１，…に与える。
【００２０】下側のＨドライバ１３Ｄについても、上側
のＨドライバ１３Ｕと全く同様に、シフトレジスタ２５
Ｄ、サンプリングラッチ回路２６Ｄ、線順次化ラッチ回
路２７Ｄおよび基準電圧選択型のＤＡ変換回路２８Ｄを
有する構成となっている。なお、本例に係るアクティブ
マトリクス型液晶表示装置では、表示エリア部１２の上
下にＨドライバ１３Ｕ，１３Ｄを配する構成を採った
が、これに限定されるものではなく、上下のいずれか一
方のみに配する構成を採ることも可能である。
【００２１】図１および図３から明らかなように、対向
電極電圧発生回路１５についても、Ｈドライバ１３Ｕ，
１３ＤおよびＶドライバ１４と同様に、表示エリア部１
２と共に同一のガラス基板１１上に集積される。ここ
で、例えば表示エリア部１２の上下にＨドライバ１３
Ｕ，１３Ｄを配する構成を採る液晶表示装置の場合に
は、Ｈドライバ１３Ｕ，１３Ｄが集積されていない辺の
額縁エリア（表示エリア部１２の周辺エリア）に対向電
極電圧発生回路１５を集積するのが好ましい。
【００２２】何故ならば、Ｈドライバ１３Ｕ，１３Ｄ
は、上述した如くＶドライバ１４に比べて構成要素が多
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く、その回路面積が非常に大きくなる場合が多いことか
ら、Ｈドライバ１３Ｕ，１３Ｄが搭載されていない辺の
額縁エリアに搭載することで、効果的な回路レイアウト
が可能になり、結果として、有効画面率（ガラス基板１
１に対する有効エリア部１２の面積率）を低下させるこ
となく、対向電極電圧発生回路１５を表示エリア部１２
と同一のガラス基板１１上に集積することができるから
である。
【００２３】なお、本例に係るアクティブマトリクス型
液晶表示装置においては、Ｈドライバ１３Ｕ，１３Ｄが
搭載されていない辺の額縁エリアの一方側にはＶドライ
バ１４が集積されていることから、その反対側の辺の額
縁エリアに対向電極電圧発生回路１５を集積する構成を
採っている。
【００２４】図４は、対向電極電圧発生回路の具体的な
構成例を示すブロック図である。本例に係る対向電極電
圧発生回路は、正側電源電圧ＶＣＣと負側電源電圧ＶＳ
Ｓとを一定の周期でスイッチングして出力するスイッチ
回路３１と、このスイッチ回路３１の出力電圧ＶＡのＤ
Ｃレベルを変換して対向電極電圧Ｖｃｏｍとして出力す
るＤＣレベル変換回路３２とからなる構成となってい
る。
【００２５】スイッチ回路３１は、正側電源電圧ＶＣＣ
を入力とするスイッチＳＷ１と、負側電源電圧ＶＳＳを
入力とするスイッチＳＷ２とからなり、これらスイッチ
ＳＷ１，ＳＷ２が互いに逆相の制御パルスφ１，φ２に
よってスイッチングされることにより、正側電源電圧Ｖ
ＣＣと負側電源電圧ＶＳＳとを一定の周期、例えば１Ｈ
周期で交互に出力する構成となっている。これにより、
スイッチ回路３１からは振幅ＶＳＳ～ＶＣＣの電圧ＶＡ
が出力される。
【００２６】ＤＣレベル変換回路３２は、スイッチ回路
３１の振幅ＶＳＳ～ＶＣＣの出力電圧ＶＡを、例えば、
振幅ＶＳＳ－ΔＶ～ＶＣＣ－ΔＶの直流電圧にレベル変
換して対向電極電圧Ｖｃｏｍとして出力する。この１Ｈ
周期で極性が反転する対向電極電圧Ｖｃｏｍを、図２の
共通ライン２４に与えることによってコモン反転駆動が
行われる。図５に、制御パルスφ１，φ２、出力電圧Ｖ
Ａおよび対向電極電圧Ｖｃｏｍのタイミング関係を示
す。なお、制御パルスφ１，φ２と出力電圧ＶＡとの間
には、若干の遅延（Δｔ）が生ずる。
【００２７】ＤＣレベル変換回路３２としては、種々の
回路構成のものが考えられる。その具体的な構成の一例
を図６に示す。本例に係るＤＣレベル変換回路３２は、
スイッチ回路３１から供給される電圧ＶＡの直流成分を
カットするコンデンサ３２１と、このコンデンサ３２１
を経た電圧ＶＡに対して与える所定のＤＣ電圧を発生す
るＤＣ電圧発生回路３２２とからなるシンプルな構成と
なっている。
【００２８】このコンデンサ３２１を用いたＤＣレベル
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変換回路３２を有する対向電極電圧発生回路１５を、先
述したように、表示エリア部１２と同一のガラス基板１
１上に集積する場合に、コンデンサ３２１は大面積を必
要とすることから、このコンデンサ３２１については表
示エリア部１２と一体化せず、ディスクリート部品で作
成する方が有利な場合が多い。したがって、コンデンサ
３２１のみをガラス基板１１外で作成し、残りの回路部
分、即ちスイッチ回路３１およびＤＣ電圧発生回路３２
２についてのみ表示エリア部１２と同一のガラス基板１
１上に一体的に作成するようにすれば良い。
【００２９】このとき、表示エリア部１２の各画素トラ
ンジスタとして薄膜トランジスタＴＦＴを用いているこ
とから、対向電極電圧発生回路１５のスイッチ回路３１
を構成するトランジスタとしても薄膜トランジスタを用
いるようにすれば良い。そして、薄膜トランジスタにつ
いては、近年の性能向上や消費電力の低下に伴って集積
化が容易になっていることから、対向電極電圧発生回路
１５、特に少なくともトランジスタ回路を表示エリア部
１２と共に同一のガラス基板１１上に同一プロセスを用
いて作成することにより、製造プロセスの簡略化に伴う
低コスト化、さらには集積化に伴う薄型化、コンパクト
化を図ることができる。
【００３０】図７に、ＤＣ電圧発生回路３２２の具体的
な回路例を５つ示す。図７（Ａ）に示す回路例は、正側
電源ＶＣＣと負側電源ＶＣＣ（本例では、ＧＮＤ）との
間に直列に接続された分割抵抗Ｒ１，Ｒ２によってその
接続点の分割電圧を得て、この分割電圧をＤＣレベルと
する構成となっている。図７（Ｂ）に示す回路例は、分
割抵抗Ｒ１，Ｒ２の間に可変抵抗ＶＲを接続し、この可
変抵抗ＶＲによってＤＣレベルを調整できる構成となっ
ている。図７（Ｃ）に示す回路例は、抵抗Ｒ３および直
流電圧源３２３からなり、直流電圧源３２３によって決
められる電圧をＤＣレベルとする構成となっている。こ
の直流電圧源３２３を可変電圧源とすることで、ＤＣレ
ベルを調整可能とすることも可能である。
【００３１】図７（Ｄ）に示す回路例は、図７（Ｃ）の
直流電圧源３２３の代わりにＤＡ変換回路３２４を用い
た構成となっている。この回路例の場合は、ディジタル
のＤＣ電圧設定データをＤＡ変換回路３２４に入力して
ＤＣレベルを決定することになる。これにより、ディジ
タル信号を用いてＤＣレベルの調整が可能になる。図７
（Ｅ）に示す回路例は、図７（Ｄ）の構成に加えて、Ｄ
Ｃ電圧設定データを保存するメモリ３２５を付加した構
成となっている。これにより、ＤＣ電圧設定データを入
力し続けなくてもＤＣレベルを決定することができる。
【００３２】以上説明した対向電極電圧発生回路１５に
ついては、Ｈドライバ１３Ｕ，１３ＤのＤＡ変換回路２
８Ｕ，２８Ｄとして基準電圧選択型ＤＡ変換回路を用い
た場合において、対向電極電圧発生回路１５で発生する
出力電圧ＶＡもしくは対向電極電圧Ｖｃｏｍそのもの
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9
を、基準電圧の一つ、即ち白信号用もしくは黒信号用の
基準電圧として用いる適用も可能である。
【００３３】図８に、基準電圧選択型ＤＡ変換回路２８
Ｕ，２８Ｄの単位回路の構成例を示す回路図である。こ
こでは、入力されるディジタル画像データが例えば３ビ
ット（ｂ２，ｂ１，ｂ０）の場合を例に採って示してお
り、この３ビットの画像データに対して８（＝２3 ）個
の基準電圧Ｖ０～Ｖ７が用意されることになる。この単
位回路が、画素エリア部１２のデータライン…，２２ｍ
－２，２２ｍ－１，２２ｍ，２２ｍ＋１，…ごとに１個
ずつ配置されることになる。
【００３４】基準電圧Ｖ０～Ｖ７を発生する基準電圧発
生回路の構成例を図９に示す。本構成例に係る基準電圧
発生回路は、正電源電圧ＶＣＣと負電源電圧ＶＳＳとを
一定の周期で互いに逆相でスイッチングする２つのスイ
ッチ回路３３，３４と、これらスイッチ回路３３，３４
の各出力端間に直列に接続された７個の分割抵抗Ｒ０～
Ｒ６とからなる構成となっている。ここで、正電源電圧
ＶＣＣと負電源電圧ＶＳＳとを一定の周期、例えば１Ｈ
周期で互いに逆相でスイッチングするのは、液晶の劣化
防止を目的として、液晶を交流駆動（本例では、１Ｈ反
転駆動）するためである。
【００３５】上記構成の基準電圧発生回路において、ス
イッチ回路３３の出力電圧ＶＡがそのままノーマリホワ
イトでの白信号用の基準電圧Ｖ７として、スイッチ回路
３４の出力電圧ＶＢがそのままノーマリホワイトでの黒
信号用の基準電圧Ｖ０として用いられる。また、黒信号
用の基準電圧Ｖ０と白信号用基準電圧Ｖ７との差電圧を
分割抵抗Ｒ１～Ｒ７によって抵抗分割することにより、
中間調用の基準電圧Ｖ１～Ｖ６が作成される。ノーマリ
ブラックの場合には、出力電圧ＶＡが黒信号用の基準電
圧Ｖ７として、出力電圧ＶＢが白信号用の基準電圧Ｖ０
として用いられることになる。
【００３６】Ｈドライバ１３Ｕ，１３ＤのＤＡ変換回路
２８Ｕ，２８Ｄとして、上記構成の基準電圧発生回路を
含む基準電圧選択型ＤＡ変換回路を用いたアクティブマ
トリクス型液晶表示装置において、対向電極電圧発生回
路１５で発生する出力電圧ＶＡについては、図１０に示
すように、基準電圧発生回路３５からＤＡ変換回路２８
Ｕ，２８Ｄに与える基準電圧のうちの１つとして用いる
ことができる。
【００３７】具体的には、上述したように、基準電圧選
択型ＤＡ変換回路で用いるノーマリホワイトの場合の白
信号用基準電圧（または、ノーマリブラックの場合の黒
信号用基準電圧）は、正電源電圧ＶＣＣと負電源電圧Ｖ
ＳＳとを一定の周期でスイッチングして得られる電圧で
ある。対向電極電圧発生回路１５において、出力電圧Ｖ
Ａは、正電源電圧ＶＣＣと負電源電圧ＶＳＳとをこれと
同じ周期、位相でスイッチングして得られるものであ
り、白信号用基準電圧（または、黒信号用基準電圧）と*
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*して用いることができるのである。
【００３８】このように、対向電極電圧発生回路１５で
発生する出力電圧ＶＡを、基準電圧発生回路３５からＤ
Ａ変換回路２８Ｕ，２８Ｄに与える基準電圧のうちの１
つとして用いることで、基準電圧発生回路３５の一部の
機能を対向電極電圧発生回路１５で代用できるため、図
９に示した基準電圧発生回路の一方のスイッチ回路３３
を省略できる。したがって、その分だけ回路規模の縮小
化できるため、本液晶表示装置のさらなる小型化、低コ
スト化が可能になる。本例では、出力電圧ＶＡを白信号
用基準電圧（または、黒信号用基準電圧）として用いる
としたが、対向電極電圧Ｖｃｏｍそのものを用いること
も可能である。
【００３９】なお、上記実施形態に係るアクティブマト
リクス型液晶表示装置は、パーソナルコンピュータ、ワ
ードプロセッサ等のＯＡ機器やテレビジョン受像機など
のディスプレイとして用いられる外、特に装置本体の小
型化、コンパクト化が進められている携帯電話機やＰＤ
Ａなどの携帯端末の表示部として用いて好適なものであ
る。
【００４０】図１０は、本発明が適用される携帯端末、
例えば携帯電話機の構成の概略を示す外観図である。
【００４１】本例に係る携帯電話機は、装置筐体４１の
前面側に、スピーカ部４２、表示部４３、操作部４４お
よびマイク部４５が上部側から順に配置された構成とな
っている。かかる構成の携帯電話機において、表示部４
３には例えば液晶表示装置が用いられ、この液晶表示装
置として、先述した実施形態に係るアクティブマトリク
ス型液晶表示装置が用いられる。このように、携帯電話
機などの携帯端末において、小型化、低コスト化が可能
なアクティブマトリクス型液晶表示装置を表示部４３と
して用いることで、端末本体の小型化、低コスト化が可
能となる。
【００４２】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
アクティブマトリクス型表示装置あるいはこれを表示部
として用いた携帯端末において、対向電極電圧発生回路
の少なくとも一部の回路部分を表示エリア部と共に同一
基板上に同一プロセスを用いて作成するようにしたこと
により、セットを構成する部品点数を少なく抑えること
ができるため、セットの小型化、低コスト化が可能にな
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態に係るアクティブマトリク
ス型液晶表示装置の構成例を示す概略構成図である。
【図２】表示エリア部の構成例を示す回路図である。
【図３】Ｈドライバの具体的な構成の一例を示すブロッ
ク図である。
【図４】対向電極電圧発生回路の構成の一例を示すブロ
ック図である。
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【図５】対向電極電圧発生回路の動作説明のためのタイ
ミングチャートである。
【図６】ＤＣレベル変換回路の構成の一例を示すブロッ
ク図である。
【図７】ＤＣ電圧発生回路の構成の具体例を示す回路図
である。
【図８】基準電圧選択型ＤＡ変換回路の構成例を示す回
路図である。
【図９】基準電圧発生回路の具体的な構成例を示す回路
図である。
【図１０】本実施形態に係る対向電極電圧発生回路の適*
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*用例を示すブロック図である。
【図１１】本発明に係る携帯端末である携帯電話機の構
成の概略を示す外観図である。
【符号の説明】
１１…ガラス基板、１２…表示エリア部、１３Ｕ，１３
Ｄ…Ｈドライバ（水平駆動回路）、１４…Ｖドライバ
（垂直駆動回路）、１５…対向電極電圧発生回路、２３
…単位画素、２８Ｕ，２８Ｄ…基準電圧選択型ＤＡ変換
回路、３１，３３，３４…スイッチ回路、３２…ＤＣレ
ベル変換回路、３５…基準電圧発生回路

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】

【図５】
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